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•哲学・歴史学の今を語る
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か
つ
て
、
江
戸
時
代
の
支
配
の
研
究
と
い

え
ば
、
政
策
の
内
容
や
そ
の
影
響
、
あ
る
い

は
支
配
機
関
の
仕
組
な
ど
を
分
析
す
る
の
が

主
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
支
配
研

究
の
基
本
で
あ
り
、
お
ろ
そ
か
に
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
で
支
配
の
全

体
像
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
支

配
は
、
支
配
者（
領
主
）が
被
支
配
者（
百
姓
・

町
人
な
ど
）に
対
し
て
あ
る
こ
と
を
強
制
し
、

被
支
配
者
が
強
制
さ
れ
た
義
務
を
果
た
す
こ

と
に
よ
っ
て
完
結
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
一

連
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
「
支
配
の
実

現
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
改
め
て
支
配
を
見

る
と
、
こ
れ
ま
で
視
野
に
入
ら
な
か
っ
た
も

の
が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
具
体
的

な
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
享
保
六
年

（
一
七
二
一
）十
月
、
代
官
久く

げ下
藤
十
郎
が
支

配
下
の
幕
領
で
あ
る
和
泉
国
の
一
〇
カ
村
に

年
貢
を
課
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
こ
の
村
々

が
納
め
る
年
貢
の
う
ち
大
半
は
米
で
し
た
が
、

一
部
銀
納
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
銀

新
た
な
視
点
で
江
戸
時
代
の
支
配
を
と
ら
え
直
す

貨
は
綱
吉
政
権
期
に
発
行
さ
れ
た
質
の
悪
い

四よ
つ
ほ
う
ぎ
ん

宝
銀
と
、
そ
の
後
新
た
に
鋳
造
さ
れ
た
質

の
良
い
新
銀
が
流
通
し
て
い
ま
し
た
。
両
者

の
交
換
比
率
は
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

ど
ち
ら
の
貨
幣
で
納
め
る
か
は
、
代
官
側
に

と
っ
て
も
、
村
々
側
に
と
っ
て
も
大
き
な
問

題
で
し
た
。
久
下
は
新
銀
で
納
入
さ
せ
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
村
々
は
四
宝
銀
で
の
納
入

を
望
ん
で
い
ま
し
た
。こ
こ
で
、一
〇
カ
村
の

う
ち
の
一
部
の
村
々
が
、
四
宝
銀
・
新
銀
「
通

用
」
で
上
納
し
た
い
と
代
官
に
願
い
出
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
通
用
」
で
の
上
納
と
は
、

両
者
併
用
に
よ
る
上
納
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

さ
て
、
代
官
久
下
は
、
こ
の
出
願
を
受
け
、

二
回
に
分
け
て
納
め
ら
れ
る
年
貢
の
う
ち
、

十
一
月
納
め
は
「
通
用
」
で
、
ま
た
十
二
月

納
め
は
新
銀
だ
け
で
上
納
さ
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
十
一
月
納
入
分
を
「
通
用
」
に
し

た
こ
と
は
、
代
官
が
若
干
村
々
に
歩
み
寄
っ

た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

 

久
下
は
、
久
下
の
代
官
役
所
に
出
入
り
し

て
い
る
用よ

う
き
き聞

の
新

あ
た
ら
し
や屋

弥や

へ

え
兵
衛
に
こ
の
措
置
を

伝
え
ま
し
た
。
用
聞
と
は
、
摂
津
・
河
内
な

ど
に
所
領
を
有
し
て
い
る
領
主
に
出
入
り
し
、

領
主
の
支
配
や
大
坂
町
奉
行
所
の
支
配
の
一

部
を
請
け
負
っ
て
い
た
大
坂
町
人
で
す
。
こ

れ
を
聞
い
た
新
屋
が
、「
こ
の
措
置
は
、
お

願
い
し
た
村
々
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
の
で
す

か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
久
下
の
返
答
は
、

「
ど
の
村
も
同
様
に
願
い
出
る
の
が
よ
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
内
証
だ
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
新
屋
は
、
以
上
の
経
緯
を
村
々
に
伝

え
ま
し
た
。

 

代
官
の
措
置
は
、
村
々
の
要
求
を
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
受
け
入
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
村
々
が
有
利
に
な
る
よ
う
な
形
で

の
政
策
変
更
で
す
。
そ
の
よ
う
な
変
更
を
行

う
に
は
、
村
々
が
代
官
に
お
願
い
を
し
、
そ

れ
に
対
し
て
代
官
が
慈
悲
を
も
っ
て
認
め
て

や
る
と
い
う
形
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
出
願
し
た
の
は
一
部
の
村
々
だ
け

で
す
。
代
官
と
し
て
は
、
年
貢
銀
の
納
め
方

に
つ
い
て
支
配
下
の
村
々
の
間
で
違
い
が
あ

る
の
は
困
る
の
で
、
他
の
村
々
も
同
様
の
出

願
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は

公
に
は
言
い
出
せ
な
い
こ
と
で
し
た
。
こ
れ

は
、
江
戸
時
代
の
支
配
が
身
分
制
に
基
づ
い

て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
す
が
、
こ
の
ジ
レ

ン
マ
を
解
決
し
て
く
れ
た
の
が
、
武
士
で
も

百
姓
で
も
な
い
用
聞
で
し
た
。
代
官
と
村
々

と
の
間
に
用
聞
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
代
官

は
支
配
の
建
前
を
く
ず
す
こ
と
な
く
本
音
を

村
々
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

 

江
戸
時
代
は
二
六
〇
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ

て
続
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
幕
藩
領
主
が

武
力
を
独
占
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。
支
配
シ
ス
テ
ム
の
中

に
、
用
聞
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
、
支
配

者
・
被
支
配
者
間
に
意
思
疎
通
機
能
や
矛
盾

抑
制
機
能
が
働
い
て
い
た
こ
と
も
大
き
か
っ

た
の
で
す
。「
支
配
の
実
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

と
い
う
視
点
に
立
つ
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の

支
配
像
は
、
も
っ
と
豊
か
な
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。

文久３年（1863）「改正増補国宝大阪全図」（大阪大学大学院文学研究科所蔵）。
用聞の大半は、大坂城とその西を南北に流れる東横堀川の間に店を構えていました。

◉幕末期の大坂城付近
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■
神
経
細
胞
シ
ナ
プ
ス
の
「
可
塑
性
」
と
は

 

小
倉
明
彦
教
授
は
、
神
経
細
胞
に
よ
る
情

報
伝
達
を
リ
レ
ー
競
技
の
バ
ト
ン
パ
ス
の
例

を
挙
げ
て
説
明
す
る
。

 

「
神
経
細
胞
間
の
情
報
伝
達
は
、
シ
ナ
プ

ス
と
い
う
継
ぎ
目
部
分
で
、
化
学
物
質（
神

経
伝
達
物
質
）を
介
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
伝
達
の
様
子
は
一
定
不
変
で
は
な
く
、
使

わ
れ
る
ほ
ど
効
率
が
増
し
た
り
、
枝
分
か
れ

し
て
数
自
体
が
増
え
た
り
す
る
の
で
す
。
逆

に
、
効
率
が
落
ち
た
り
、
消
失
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
シ
ナ
プ
ス
の
『
可
塑
性
』

と
呼
び
ま
す
。

 

要
す
る
に
、
シ
ナ
プ
ス
で
情
報
の
リ
レ
ー

を
し
て
い
る
わ
け
で
、
可
塑
性
と
は
伝
達
の

効
率
が
変
わ
る
現
象
で
す
。
一
昨
年
の
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
で
、

日
本
チ
ー
ム
は
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

他
の
チ
ー
ム
は
バ
ト
ン
パ
ス
が
下
手
で
ミ
ス

を
し
た
け
れ
ど
、
日
本
チ
ー
ム
は
猛
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
神
経
細
胞
の
活
動

は
電
気
信
号
な
の
に
、
シ
ナ
プ
ス
で
は
そ
れ

を
化
学
物
質
の
信
号
に
変
え
て
、
ま
た
電
気

信
号
に
戻
す
と
い
う
面
倒
な
こ
と
を
す
る
の

は
、
バ
ト
ン
パ
ス
の
上
手
下
手
で
伝
達
効
率

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
く
似
て
い
ま
す
」

■
３
回
の
刺
激
で
シ
ナ
プ
ス
の
構
造
変
化

 

生
物
学
的
に
は
、
短
期
記
憶
が
タ
ン
パ
ク

質
の
新
合
成
を
必
要
と
し
な
い
既
存
の
シ
ナ

プ
ス
で
の
変
化
、
長
期
記
憶
が
タ
ン
パ
ク
質

の
合
成
を
必
要
と
す
る
シ
ナ
プ
ス
の
新
規
形

成
や
廃
止
に
対
応
す
る
と
い
う
。
小
倉
教
授

と
冨
永（
吉
野
）恵
子
准
教
授
ら
は
、
ラ
ッ
ト

の
脳
切
片
を
長
期
培
養
す
る
実
験
系
を
使
っ

て
、
長
期
的
な
シ
ナ
プ
ス
の
変
化
を
追
跡
し

て
き
た
。

 

「
培
養
脳
切
片
に
、
短
期
的
に
シ
ナ
プ
ス

伝
達
を
強
化
す
る（
短
期
可
塑
性
）刺
激
を
繰

り
返
し
与
え
る
と
、
そ
の
後
シ
ナ
プ
ス
そ
の

も
の
が
増
え
始
め
、
や
が
て
長
期
的
な
強
化

状
態（
長
期
可
塑
性
）に
変
換
さ
れ
ま
し
た
。

繰
り
返
し
は
３
回
必
要
で
、
刺
激
と
刺
激
の

間
に
３
〜
24
時
間
の
間
隔
を
空
け
る
こ
と
が

必
要
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
１
回
目
の
刺
激

後
３
時
間
で
何
ら
か
の
タ
ン
パ
ク
質
Ａ
が
作

ら
れ
、
24
時
間
以
内
に
２
回
目
の
刺
激
が
く

る
と
、
Ａ
を
介
し
て
タ
ン
パ
ク
質
Ｂ
が
作
ら

れ
、
３
回
目
の
刺
激
が
く
る
と
、
Ｂ
を
介
し

て
タ
ン
パ
ク
質
Ｃ
が
作
ら
れ
て
、
長
期
的
シ

ナ
プ
ス
新
生
機
構
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
、
と

い
う
『
３
段
階
仮
説
』
を
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
実
体
は
ま
だ
不
明

で
す
。
１
回
目
と
３
回
目
で
何
が
違
う
の
か
、

間
隔
の
間
に
細
胞
内
で
ど
ん
な
反
応
が
起
き

て
い
る
の
か
を
つ
き
と
め
よ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
」

■
記
憶
と
忘
却
の
仕
組
み
を
探
究

 

「
一
方
、
同
じ
培
養
脳
切
片
に
別
の
タ
イ

プ
の
刺
激
を
与
え
る
と
、
シ
ナ
プ
ス
伝
達
が

減
弱
す
る
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
１
回
だ
け

で
は
、
す
ぐ
元
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
３
回
繰
り
返
す
と
、
何
週
間
も
持

続
す
る
長
期
減
弱
に
な
り
、
シ
ナ
プ
ス
の
数

の
減
少（
シ
ナ
プ
ス
廃
止
）を
伴
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
シ
ナ
プ
ス
の
新
生
と
廃
止
は
、

ち
ょ
う
ど
裏
返
し
の
よ
う
に
起
こ
り
ま
す
。

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
前

者
が
記
憶
で
、
後
者
が
忘
却
な
の
で
し
ょ
う

か
。
強
化
と
減
弱
が
鏡
像
的
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
忘
却
で
は
な
く
こ
れ
も
記
憶
の
一
種

（
負
方
向
へ
の
記
憶
）と
も
解
釈
で
き
ま
す
。

あ
る
い
は
、
新
生
と
廃
止
は
一
組
で
記
憶
と

考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

 

小
倉
研
で
は
、
機
構
の
解
明
に
先
立
っ
て
、

独
自
の
新
現
象
を
発
見
す
る
こ
と
を
第
一
目

標
に
置
い
て
い
る
。
小
倉
教
授
は
三
菱
化
成

生
命
研
の
研
究
員
時
代
に
、
細
胞
内
の
カ
ル

シ
ウ
ム
濃
度
を
定
量
す
る
蛍
光
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
装
置
を
世
界
で
最
初
に
作
り
、
１
９
８
６

年
に
「
カ
ル
シ
ウ
ム
は
伝
達
物
質
の
受
容
体

を
通
っ
て
細
胞
内
に
入
り
可
塑
性
を
起
こ
す
」

こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
第
一
号
機
と
同
じ
手

作
り
の
測
定
装
置
が
今
も
健
在
で
、
学
生
へ

の
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

神経細胞シナプスの新生・廃止の謎に迫る「３段階仮説」

かつて「記憶」は心理学の研究対象だったが、現在では生物学的な
アプローチが可能だ。数時間～1日程度で消えてしまう「短期記憶」
の仕組みは分子レベルまで明らかになってきているが、長く保持さ
れる「長期記憶」については、まだほとんど分かっていない。脳神
経工学講座の神経可塑性生理学研究室では、この未開拓な長期記憶
の機構解明に挑戦し、独自の実験系を樹立して研究を進めている。

長期記憶の機構解明へ
● 生命機能研究科 脳神経工学講座 教授
 小倉明彦─ Akihiko Ogura  E-mail : oguraa@fbs.osaka-u.ac.jp
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Handai NEWSTOPICSNEWS

阪大ニュース

Schedule─◇シンポジウム等

●土曜ことばの会
 1月22日（土）、大阪大学文・法・経済学部研究講義棟１階文11教室。
 問い合わせ先＝土曜ことばの会事務局
 E-mail: kinsui@let.osaka-u.ac.jp

●国際シンポジウム　Advanced Science and Technology for
 Single Molecular Analysis of DNA and Related Molecules
 1月24日（月）、26日（水）、国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）。
 問い合わせ先＝ISSMA 2011 Offi ce

 E-mail: Info_ISSMA@sanken.osaka-u.ac.jp

 http://www.kawaisaisentan.osaka-u.ac.jp/ISSMA2011/

●国際シンポジウム　International Symposium Towards
 Comprehensive Understanding of Immune Dynamism
 （「免疫ダイナミズムの統合的理解に向けて」）
 3月1日（火）～2日（水）、千里阪急ホテル（3月1日）、
 大阪大学谷口記念講堂・免疫学フロンティア研究センター（3月2日）。
 問い合わせ先＝大阪大学大型教育研究プロジェクト支援室（審良プロジェクト担当）

 E-mail: akira-pj-rep@ml.offi ce.osaka-u.ac.jp

 http://akira-pj.lserp.osaka-u.ac.jp/ 

●第18回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン（CMD）ワークショップ
 3月8日（火）～3月12日（土）、
 国際高等研究所、日本原子力研究開発機構関西光科学研究所。
 問い合わせ先＝大阪大学ナノサイエンスデザイン教育研究センター
 （TEL06-6850-5742） E-mail: cmd@insd.osaka-u.ac.jp

●第13回フィジカルヘルスフォーラム
 3月17日（木）～18日（金）、大阪大学銀杏会館。
 問い合わせ先＝大阪大学保健センター
 E-mail: Hoken-kanri@offi ce.osaka-u.ac.jp

●第7回東アジア地域連携フォーラム
 3月26日（土）、3月27日（日）、JICA大阪　国際会議室（予定）。
 問い合わせ先＝大阪大学国際公共政策研究科 交渉教育支援センター
 （TEL06-6850-5629（代表）、FAX06-6850-5656）
 E-mail: negocenter@osipp.osaka-u.ac.jp

 http://www2.osipp.osaka-u.ac.jp/~nomura/eastasian/yearly-meeting-new.html

名誉教授会を開催しました

•審良静男拠点長／教授（免疫学フロンティア研究センター）
「第15回慶應医学賞」受賞
「ドイツ免疫学会Avery-Landsteiner Prize」受賞

受　賞

　毎年恒例の名誉教授会が11月18日（木）、リーガロイヤルホテル「山楽
の間」で開催されました。名誉教授70名、総長以下理事部局長ら39名が
出席しました。
 本会世話人の鈴木胖名誉教授（工）の開会挨拶、物故者追悼に続き、秋の
叙勲受章者の代表として、大路清嗣名誉教授（工）にご挨拶をいただきまし
た。続いて、平田オリザ教授（CSCD）による「コミュニケーションデザイ
ンとは何か？」と題する講演の後、鷲田総長から、大阪大学の近況につい
て報告がありました。
  懇親会では、加藤四郎名誉教授
（微）による乾杯の後、お互いの近
況報告など旧交を温めながら、終
始和やかな雰囲気の中で懇談が 行
われました。最後に、新たに世話
人となる多胡圭一名誉教授（法）の
発声による万歳三唱により盛会の
うちに終了しました。

•熊ノ郷淳教授（免疫学フロンティア研究センター）
「第28回（平成22年度）大阪科学賞」受賞
•石水毅講師（理学研究科）「日本生化学会奨励賞」受賞
•田中克典助教（理学研究科）「第13回日本糖質学会奨励賞」受賞
•北河康隆助教（理学研究科）「PCCP賞」受賞

第４回大阪大学・京都大学・神戸大学連携シンポジウム
『21世紀を“みず”と暮らす』を開催します

 毎年新春に３大学が連携し
て、高度な研究者と技術者の
人材育成に貢献し、それによ
る関西地域の活性化を目的に
シンポジウムを開催していま
す。今回は、大阪大学が幹事
校となり、『21世紀を“みず”
と暮らす』をメインテーマと
して開催します。かつての人と水との密な関係を取り戻し、さらによりよ
い方向を探ることが狙いです。
 琵琶湖─淀川という日本最大の流域圏、灘の宮水や京都の伏水で知られ
る豊かな地下水、市民とともに水都復興を目指す大阪、それらを擁する関
西地区３大学にふさわしいテーマとして企画しました。
【日　時】 平成23年1月21日（金）13～17時30分
【場　所】 大阪大学中之島センター10階佐治敬三メモリアルホール
○大阪大学・京都大学・神戸大学 総長・学長 による開会挨拶
○基調講演「水なくして生

いのち

命なく、水なくして文
くらし

化なし」
　川那部浩哉（滋賀県立琵琶湖博物館前館長・京都大学名誉教授）
○話題提供および総合討論
　テーマ「持続する“みず”と人の関係をめざして～現在･過去･未来～」
　司会： 池道彦（大阪大教授）　
　話題提供者：田中丸治哉（神戸大学教授）、藤井滋穂（京都大学教授）、白
　井大造（大阪市水道局長）、内貴研二（サントリーホールディングス㈱エコ
　戦略部長）、小浦久子（大阪大学准教授）、古武家善成（神戸大学客員教授）
【参加登録】 http：//www.3univ.jp

多胡名誉教授と歴代総長らによる万歳三唱

講演する平田教授
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　緒方洪庵生誕200周年にあたる本年の適
塾記念講演会が、本学と適塾記念会との共

平成22年度
適塾記念講演会開催

　大阪大学未来基金による事業の一環とし
て、学部新入生を対象とする本学独自の新し
い奨学金制度を創設し、平成23年度から開
始します。この奨学金は一般入試（前期日程）
合格者で、学力がとくに優秀で経済的な支援
を必要としている学生に対し、入学時に必要
となる学資の一部を給付する制度です。
【申請資格】一般入試（前期日程）合格者で、
入学試験の成績がとくに優秀であり、定め
られた家計基準を充たすことが必要です。

学部新入生を対象とする
新奨学金制度を開始します

催で、11月24日
（水）に大阪大学中
之島センター佐治
敬三メモリアル
ホールで開催され
ました。
　大阪大学創立
80周年記念事業
プレイベントとし
ての位置づけで、
「洪庵の学問を育

んだもの」をテーマに掲げました。
　鷲田清一総長（適塾記念会会長）の挨拶に
続いて、多田羅浩三・大阪大学名誉教授（放

送大学教授）が「洪庵の学問を育んだ心」、
脇田修・大阪大学名誉教授（大阪歴史博物
館長）が「洪庵先生と大坂」と題してそれ
ぞれ講演しました。
　約190名の受講者は熱心に聴講し、活発
な質疑応答が行われました。

脇田名誉教授

グローニンゲン（オランダ）で大阪大学フォーラム
　「グローバル化と紛争」テーマに

　第10回大阪大学フォーラム「グローバ
ル化と紛争─ローカルとコスモポリタンな
思考のからまりあい」（Globalization and 
Conflict: Entanglement between Local 
and Cosmopolitan Orientations）を、9月
28~30日の3日間、オランダのグローニン
ゲン大学で開催しました。本学からは、鷲
田清一総長、辻毅一郎理事・副学長、小泉
潤二理事・副学長ほか、約30名の教員・
職員・大学院生が参加しました。

大阪大学
未来基金（大学）

下記までお気軽にお問い合わせください。

大阪大学 基金事務室
◉TEL：06-6879-8327　◉FAX：06-6879-4337
◉E-mail：kikin@office.osaka-u.ac.jp
http://www.osaka-u.ac.jp/kikin/

大阪大学の
教育・研究等事業にご支援を！

　今回のフォーラムでは、「現代世界のグ
ローバル化の動態は、コスモポリタンな普
遍主義への志向と、ローカルな個別主義へ
の志向のからまりあいにある。そのあり方
を探求することはグローバル化研究だけで
なく紛争の研究にとっても必須である」と
いう認識をグローニンゲン大学と共有しま
した。
　フォーラムでは、合計31件の研究発表
で構成した5つの分科会、大阪大学の特任
研究員が制作した民族誌映画の上映、大阪
大学とグローニンゲン大学がそれぞれホス
ト役を務めた2つのレセプションなどが実
施されました。分科会では、多数の博士後
期課程の大学院生とポスドクの若手研究者
が発表しました。また、オランダ国内の他
大学だけでなく、ドイツ、ベルギー、イギ
リス、アメリカなどから合計13名の優れ
た研究者を招きました。
　グローニンゲン大学では、今回フォーラ
ムに参加した教員を中心にしてグローバル
化研究センターが新たに設置されることが
決まっています。今回のフォーラムをきっ

かけに、人文科学分野とグローバル化研究
の分野で、双方の交流が今後一層進展する
ことが期待されています。
　また、大阪大学側が主催したレセプショ
ンには、日蘭の学術交流に貢献している在
オランダ日本商工会議所会員の皆様も出席
してくださり、百数十名が和やかに懇談し
ました。

鷲田総長の挨拶

※合格発表後、対象となる方に申請方法を
お知らせします。
【給付額】25万円
【奨学生数】40名程度
【申請期間】平成23年3月中旬～3月下旬
【結果通知】同4月上旬
　なお本学では、平成17年度から学部2年
次学生に対して「教養教育奨学金」を設け
ており、教養（共通）教育において優秀な学
業成績を収めた学生約50名を全学部から選
んで、一人あたり20～25万円程度の奨学
金を授与し表彰しています。
【問い合わせ先】大阪大学学生部学生支援課
（奨学金担当）Tel 06-6879-7089

勢ぞろいしたフォーラムの参加者

多田羅名誉教授

人文科学とグローバル化研究で理解を深めあったフォーラム




